
 orienteering magazine  2001.06  30 

 
ゆっことチームメートたち 

 

 
 インカレも終わった。ゆっ

この所属する静岡大学女子チ

ームもインカレ団体戦で４位

を達成。果たして、昨年イン

カレが終わった時の反省は活

かせたのだろうか？ゆっこは

インカレが終わった今、それ

を振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 静大女子便りと共に、今回で最

後となった技術講座。今回のお題

は、「この 1 年のインカレへのア

プローチを振り返って」で、書い

てみようと思います。これを読ん

で、1 年間の歩みに興味を持たれ

た方は、ぜひ静岡大学のＨＰへお

立ち寄り下さい。静大女子便りが

ＨＰ上にアップされています。き

っとあなたも、今年の静大から目

が放せなくなると思いますよ！ 

 
Ｑ：昨年度のインカレの反省が生

かせたか？ 
Ｘ：日光インカレでどんな反省を

したの？ 
Ｙ：悔しいって思ったの｡何が悔し

いかって、何だったんだろう

な？結果が出なかったからか

な？でも、どんな結果が出たら

悔しいって思わなかったのか

な？どんな結果を目標として

きたのかな？ただ、ただ、悔く

て、みんなで「来年こそは！」

と言ってインカレのムードに

酔いしれていただけだったの

かもしれないな。そう言ってい

る内は、反省なんてしていなか

ったんだろうな。 
 
毎年のように、インカレ後の感傷に

浸っている静大女子の所へ、辛口ＯＧ

登場 

 

Ｓ（ＯＧ）：毎年同じ悔しい思いを

しているけど、来年もこのまま

だったら同じだよ。何かを変え

なきゃ、あともうちょいの壁を

乗り越える事はできないんだ

よ。 
Ｙ：何かって何だろう？？？ 
 インカレが終わってから色々考

えたけど、今までの事を色々反

省しようと思ったけど、反省す

ることが無い・・いや、反省点

が無かった・・こうすればよか

った、ああすればよかったとい

うのはいくらでも出てきたけ

ど（これってただの後悔？）、

こうする為に何が足りなかっ

たというのが無かった｡だって、

こうする・したい！っていうは

っきりした目標が無かったか

ら。こうなったらいいなぁくら

いのものしかなかった気がす

るな。そんなだったから、何か

をやらなくてはいけないとい

うのも無かった。結局、インカ

レへの臨み方から全てが反省

だったんだな｡ 
 「何か」はわからずじまいだっ

たけど、スタートを切るのは簡

単。何でもやり始めさえすれば

違う事をやる事になったから。

手探り状態だったけど、最初に

始めたのが、「静大女子便り」。

そして、「目標」。 

女子便りは、毎月こつこつ出し

ていって、このおかげでみんな

の事たっくさん知ることがで

きたし、自分を知ってもらう事

もできたし、トレーニングする

励みにも、刺激にもなった。多

くの人に、静大女子の事知って

もらう事もできた。 

Ｔコーチとゆっこのオリエンテーリング技術講座 
最終回                                     森田有希子



orienteering magazine  2001.06  31 

 変わるためにやる事が、女子便

りでいいのかは最後まで不安

だったけど、今となってはやっ

てよかったし、変わったきっか

けになった気がする。インカレ

前に、「自分達はやってき

た！」と言えるだけのものと、

自信が持てたのも、昨年度のイ

ンカレとは大違い。「女子団体

戦入賞」の目標も達成できたし。

団体戦後、多くの方から「静大

やったね」って声かけてもらえ

て、静大の事を気にかけてくれ

てたという事が何よりうれし

かったな。「やってきてよかっ

た」って思いました。結果はも

ちろんだけど、インカレへの臨

み方に満足しています。そんな

わけで、去年のインカレの反省

は十分生かせたインカレでし

た｡ 
 
Ｑ：コーチや周囲の環境をうまく

利用できた？ 

Ｙ：最初はコーチと言う存在に対

して、すっごく大きな勘違いを

していたんです。Ｑちゃんと小

出監督とか、Ｓさん（辛口ＯＧ）

とＫさん（ロペス似）に憧れて

いたんです｡マンツーマンで、

自分だけを見てくれるという

風に（後者は違う関係だけど）。

でも現実ではそうではなくて、

「私だけではないということ

に嫉妬していました（笑）」 
 

この事をＳさん（辛口ＯＧ）に相談 

 
Ｓ：ゆっこは、コーチを恋人と勘

違いしているよ。それぞれに求

めるものは違うんだよ。恋人に

求めるものをコーチに求めて

はだめだよ。 
Ｙ：なるほど。恋人には自分の味

方でいて欲しくて、自分をわか

っていてもらいたい。コーチに

は自分のオリエンテーリング

をわかっていてもらいたくて、

オリエンテーリングのアドバ

イスをしてもらいたい。境界線

は部活と勉強のように、何にで

も必要と言うことに気付きま

した。 

  さらに、「ゆっこを見たい」と

言ってくれるコーチが欲しい

と思っていました｡これも大き

な勘違いで、待ってるだけでは

何も始まらなくて、見たくなる

ような選手に自分がならなく

てはいけないし、自分からアタ

ックしなくては始まりません。

Ｔコーチには思い切ってアタ

ックしてよかったです。 
 
  この原稿を書いていて思った

事は、学生という立場は周囲の

環境をたくさん利用できて、お

いしいという事です。この原稿

もＭ先生に声をかけてもらっ

たのがきっかけです。そのおか

げで全国誌に記事を載せるこ

とができたし。Ｍ先生のマッサ

ージャーになれたおかげで、

「Ｍさんのマッサージャーの

ゆっこです」で顔と名前覚えて

もらえたし。憧れのＲかさんや

Ｋっしーさんと一緒に写真取

れたし。ＷＣでは運営を手伝わ

せてもらい、着物まで着れて、

外人選手にチュ―してもらえ

たし。静大女子便りを出すのも、

静大女子にたっくさん協力し

てもらえたし。 
  学生の時は、自分がすっごく

がんばって１人で動かなくて

も、周囲がその場を提供してく

れたり、引きずり込んでくれま

した｡おいしい蜜をたくさんす

わせてもらいました。もちろん、

声がかかるように目立つ努力

は最低限必要でしたけど。今年

は十分に回りの環境を利用さ

せてもらったし、寄って来てく

れるような働きかけもできた

と思います。 
  これからは、自分で自分の場

を作っていかなくてはいけま

せん。そして、今まで周囲の人

に作ってもらっていた場を今

度は作って、提供する立場にな

るんです。それもなんだか楽し

みです。 

 
  学生の皆さん、おいしい蜜を

吸えるように、いろんな所に飛

び回って、自分をアピールして、

どんどん目立って下さい！！ 
  ほんのちょっとの勇気で、目

立てて、知り合いできて、速い

人達と話ができて、アドバイス

もらえて、表彰台に近付ける。

一石何鳥にも広がっていくん

です。来年のインカレも自分次

第ですよ！！ 

 


